
 

 

 
能登半島地震への募金ありがとうございました！  

 １月１日（日）に起こった能登半島地震から間もなく二ヶ月になろうとしています。しかし、被災地の被害

はとても大きく、今もまだ元通りの生活ができていない人達がたくさんいます。連日能登半島地震に関わるニ

ュースが流れ、何かしてあげたいという思いが日に日に募ってまいります。 

そんな中、児童会の代表委員会の皆さんが、自分たちにできることは何だろうと話し合い、募金活動を行う

ことになりました。全校生に募金の呼びかけを行い、２月２日（金）～２月９日（金）の１週間、毎日児童会

の代表委員が各学級をまわり、募金を集めました。呼びかけに応えて協力してくれた人達がたくさんいたのも

嬉しいことです。皆の善意の気持ちが７１，９９５円となりました。全額、地震災害義援金として送金いたし

ました。ご家庭でのご協力ありがとうございました。 
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【ファイヤーボンズの SDGs パート

ナーである中野電工株式会社様から

素敵なプレゼントをいただきました】 
 ２月２０日（火）に中野電工株式会社の吉田加

代子専務、福島スポーツエンタテイメント株式会

社の西田 創社長が来校され、バスケットボール

の寄贈式を行いました。福島ファイヤーボンズは

郡山市を本拠地にして活躍しているバスケットボ

ールチームです。ファイヤーボンズとともに地域

を盛り上げ、活性化するという想いのもと、中野

電工株式会社さまよりバスケットボールの公式球

を１０個寄贈していただきました。バスケットボ

ールに親しみ、 

好きになってほ 

しいという願い 

が込められてい 

ます。 

これから、大 

切に使わせてい 

ただきます。 

 

   

【ありがとうの木】 
放送室前に「ありがとうの木」が登場しました。 

これは放送委員会の活動 

の一つで「普段伝えられ 

ないありがとう」を伝え 

合う企画です。ありがと 

うの花がたくさん咲くの 

が楽しみです。  

 

  
令和５年度郡山市公立学校教職員研究物展に 

おいて、大槻小学校の先生方が出品した研究物が

「入選」となりました。これは、先生方が日頃取

り組んでいる教育活動を振り返って実践記録と

してまとめたものです。子ども達の学力が伸びる

ように、先生方も授業技術の向上を目指して頑張

っています。 

  


